
○無資格者による医業及び歯科医業の防止について 
(昭和四七年一月一九日)

(医発第七六号)
(各都道府県知事あて厚生省医務局長通達)

最近、無資格者が医業又は歯科医業を行なつていたために摘発される事例が発生しているが、無資格者による
医業又は歯科医業は、国民の生命、身体に対する脅威となることはもとより、国民の医療に対する信頼を失墜さ
せる原因ともなるものである。 

無資格者が医業又は歯科医業を行なうことが医師法第一七条又は歯科医師法第一七条に違反することとなるの
はもとより、無資格者に医業若しくは歯科医業を行なわせた病院若しくは診療所の開設者若しくは管理者につい
ても、その態様によつては、刑事責任を問われ、さらに免許の取消等の行政処分の対象となることとなる。 

貴職におかれては、都道府県医師会、都道府県歯科医師会その他関係方面の協力を得て、左記の事項を徹底す
ることにより無資格者による医業又は歯科医業の一掃を期されたい。 

記 
第一 免許資格の調査 

一 管下の病院又は診療所を対象とし、診療に従事する医師又は歯科医師の免許資格に関する調査をすみやか
に実施すること。実施に際しては、医師又は歯科医師の免許証等有資格者であることが確認できる書類の呈
示を求める等の方法により正確な事実把握に努めること。 

二 調査の結果、無資格者による医業又は歯科医業が行なわれていることが明らかになつた事例については、
刑事訴訟法第二三九条の規定により告発すること。 

第二 病院又は診療所の開設時等における免許資格の確認 
一 医師又は歯科医師が病院又は診療所を開設する場合には、医療法第七条の規定による病院の開設許可申請

書又は同法第八条の規定による診療所の開設届の受理に際して、有資格者であることの確認を徹底するこ
と。 

二 病院又は診療所の開設者又は管理者が、医師又は歯科医師を雇用する際に免許資格を確認するよう十分の
指導をすること。 

第三 医師届及び歯科医師届の励行 
医師法第六条又は歯科医師法第六条の規定に基づく医師、歯科医師の届出を未だ行なつていない者に対して

は、届出を励行するよう督促すること。 
なお、これらの届出と医籍・歯科医籍との照合を行なうこととする予定である。 


